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イギリスの海運や商業の発展過程をみる際に一つの興味ある点は，それらの取引がどこ
でどのようにして行なわれていたかという点である。イギリス海運・通商史に関する文献
は無数といってよいほど多く存在するが，この点にふれたものはそれほど多くないように
思われる。その意味でここに紹介する H.バーティ＝キングの "BalticExchange― 
History of a Unique Market —" (London, 1977)は貴重な文献の一つと言えよう。
本書の著者はケンプリッ・ジ大学で歴史学の学位を取った後．スコットランドのメリヤスエ
業や安全ガラスなど幅広い問題について調査を担当された後， 1971年以後は社会史や産
• 業史の著作活動に専心しておられる。著書には本書の他に Sussexin 1839, :3cratch a 
Surveyor, Round Table, The Search for Fellowshipなどがある。なお本稿の目的は
ロンドンでの海運や商品取引がどこでどのようにして行なわれていたかを概観する点にあ
るので，著者が多くの一次資料を駆使して描写されているこの取引所の運営の実態につい
ては，大部分を割愛しなければならなかった。
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I Baltic Coffee Houseの由来
Baltic Exchangeは17世紀初頭から存在する VirginiaWine Houseにその起源を発
する。 しかし著者はそれよりも古くはるか中・世から筆をすすめる。 RoyalExchangeの
建設以前，ロンドンでの商取引は主として街頭で行なわれていた。その中心がロンバード
街である。ロンバード街はエドワード三世 (1327~77年）の治世にさかのぼり，イタリア
商人の名と結びついている。当時，彼等はこの通りで商業や金融活動を営んでいたのであ
る。彼等イタリア商人と並んで当時のイギリス商業史上重要な役割を演じていたのがハン
ザ商人である。そのイギリスでの本部がロンドンのスティールヤードであり，彼等は自ら
厳格な規律のもとに，王室から寛大な特権を獲得し， イギリス商業の多くを掌握してい
た。
こうした外国商人に対抗してイギリスの国民的商人の団体として結成されたのが，マー
チャント・アドヴェンチャラーズやロシア会社などのチャータード・カンパニーである。
前者は主としてイギリス製毛織物の大陸ヨーロッパヘの輸出に従事する商人達の団体であ
り，他方後者はイギリスの東洋への北回り新航路開拓への熱望に由来する。いずれにせ
ょ，これらの独占的貿易団体（または会社）の設立は，イギリスの毛織物工業の発展に伴
う原料輸出国から製品輸出国への脱皮と関連しており，それに伴う国民的商人層の出現を
示している。
彼等イギリス商人達は，その取引の拡大につれて， ァントワープの取引所 (Burse)に
匹敵する取引所を建設しようという欲望をもつようになった。その計画を実行したのがト
マス・グレシャムである，彼はロンドン商人達がまるで行商人のように街頭で取引して
いるのを嘆き， ロンドン市参事会に取引所の建設を提案した。こうして建設されたのが
Royal Exchangeであり， 1566年に工事を開始し， 1571年に完成した。これにより，「シ
ティーの商人達には，単に雨露を防ぐ••…•新しい会合所が与えられたばかりでなく，新し
い心が与えられた」 (p.12)~ 他方エリザベス女王はハンザ商人の500年にも及ぶ支配を終
結させるために，彼等に与えられていた全ての特権を剥奪し，イギリス毛織物の輸出取引
を禁止した。かくして彼等は1597年にイギリスから追放され，スティールヤードは海軍本
部に手渡された。
17世紀にはイギリスの海外貿易の範囲は大いに拡大し， 1600年に設立された東インド
会社は東洋物産を直接イギリスヘ この頃のロンドン商人達は，その取引をもたらした。
Royal Exchangeのフロアで行なっていたが，それと同時に近くの酒房で商談したり，情
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報を交換しあった。 1603年にはスレッドニードル街の RoyalExchangeの背後に Vir-
giniaワインハウスが，そして 1610年にはその西に An.twerp酒房が開店していた (p.
15)。
ロンドンにはじめてコーヒーがもたらされたのは1652年のことであり，長らくスミルナ
に定住していたイギリス商人ダニエル・ェドワーズの召使いパスクア・ローズィによって
であった。彼は最初，主人やその友人達にコーヒーを給仕していたが，やがてそれを販売
するようになった (p.17)。その後，多くの者がこれを模倣し，コーヒーハウスはまもな
くロンドン中に広がった。 1666年の大火で RoyalExchangeが焼失すると，以前そこで
行なわれていた取引の多くは酒房やコーヒーハウスに移った。 RoyalExchangeの再建
後もこの習慣は続き，商人や船主達はコーヒーハウスを取引や情報交換所として利用した
(p. 20)。中でも有名なのが， Jamaica,Lloyd's, Garraway's, Jonathan'sなどであり，
とりわけ Lloyd'sでは船舶の入出港についての情報がいち早く伝えられ，船主や海上保
険業者をひきつけた。
Battie Coffee Houseは Virginiaワインハウスにその起源をもつが，このワインハ
ウスはコーヒーの流行とともに Virginiaand Maryland :rー ヒーハウスとなった。バ
ルト海貿易の発展により， 1744年には Virginiaand Balticコーヒーハウスと改名し，
新大陸との貿易に従事する商人ばかりでなく，バルト海商人の溜り場になった'(p.33)。
当時のコーヒーハウスは1ペニーを払えば誰でも入ることができたが，その名が示してい
るように．その常連は新大陸やバルト海との貿易に従事する，商人達であり，店主は貿易に
便宜を与えるように種々の新聞やパンフレットを用意していた。常連である商人達は彼等
の一日の仕事を事務所， RoyalExchange, Lloyd's, Virginia and Balticなどを往来し
ながら行なっていたのである。
Virginia and Balticコーヒーハウスは1嘩紀の初めまでその名で親しまれていたが，
1810年に一時閉鎖し，その後少し離れたスレッドニードル街5羽雑!3(それまでは61番地）
にBalticCoffee Houseとして再開した (p.48)。戦争の影響でバルト海との貿易が非
常な打撃を受けていたにもかかわらず「店主が "Baltic"ではなく "Virginia"という文
字を削除するのを決めたのは，バルト海との貿易が……将来もっと重要な役割を果たすで
あろうという確信にもとずくものであった」 (p.49)。
このコーヒーハウスと並んで，海運関係者に特に重要だったのが JerusalemCoffee 
Houseである。このコーヒーハウスの起源はあまり明白ではない。例えば， B.リリー ホ
ワイトは若干の文書や書物には102,.;.,15年にそれが存在していたことが記されているがそ
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の典拠は明らかではないと述べている。しかし彼はそれが1730年代以前から存在していた
ことは確かだという，そこは当初，南海会社の管理者や株式プローカーによって使用され
ていたが，その後，特に東インド会社船の船長や船主，ブローカーの溜り場となった。
Il・Baltic委員会の形成
18世紀末から19世紀初期にかけて，ロンドンのコーヒーハウスには大きな性格変化がみ
られた。あるものは酒房やホテルに，他のものは会員制の店に，そしてクラブになってい
った。人口増加，生活空間の必要性，火災などによる破壊，さらには輸送や通信施設の発
展がそうした変化の底流にあった・ (p.63)。例えば， 1雑t紀初頭には Jamaicaコーヒー
ハウスは約300人の会員をかかえ，会員だけが利用できる広い部屋を有していた。同様の
ことは John'sゃ_Jerusalemについても言えた。前者のメンバーは主としてジブラルタ
ル， ボルトガル， トルコとの貿易に従事する商人達であり， 後者は，すでにふれたよう
に， 東インドとの貿易に従事する商人や船長がその主たるメンバーであった (pp.67~ 
68)。
-Balticも例外ではなかった。 このコーヒーハウスの常連は1823年4月22日に総会を開
催し， 13ケ条からなる会則を作成し，委員会を結成した。これが Baltic委員会であり，
1903年にロンド汎鉛胆反引所と合併するまでの約80年間，この情報センターである取引所
の中枢をなしていた。当初の委員会のメンバー総数は23人で，そのほとんどがバルト海沿
岸との貿易商人であった。その中には著名な経済学者でもあるトマス・トゥックの顔もみ
られた (p.62)。 • 
この時作成された会則の中で，このコーヒーハウスの一つの特別室，すなわち会員室の
使用は会員に限られ，会員 (memberではな<subscriberと呼ばれた）の数は300人に
制限された。会費は個人の場合，年間4ギニー ， 2人の合名会社の場合， 6ギニー，それ
以上の企業は8ギニーとされた。 Baltic(以下コーヒーハウスという言葉は略す）の建物
は会員室，食堂，販売室，コーヒー室から構成され，会員室以外は部外者も利用できた。
このコーヒーハウスには会員が読むべき多くの新聞や刊行物が備えつけられ，また，ロシ
アやバルト海貿易に関する船荷証券のみが展示を許された (pp.63~67)。
この頃の Balticでの取引品のほとんどがバルト海沿岸地方からの輸入品であり，木材，
クールやヒ°ッチ，ロープなどの船舶必需品，および獣脂がその中心であった。獣脂は長期
にわたりロウソクや潤滑油の原料として使用されていた。その主たる輸出港はセントペテ
ルスプルク，アークエンジェル， リガであったが，中でもセントペテルスプルクからの輸
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入はこの時期に飛躍的に増加し，イギリス船による輸入量は1754年にはわずか664樽であ
ったのが， 1788年には43,592樽， 1815年には66,525樽にもなった。なお同年におけるアー
クエンジェルとリガからの輸入量はそれぞれ7,754樽と 870樽であった (pp.55~56)。獣
脂貿易における一つの重要な特徴は，その価格変動の激しさにあり，この商品は活発な投
機の対象になった (p.56)。したがって投機を抑え，価格を安定させ，商人相互の利益を
守ることが上記Baltic委員会結成の一つの重要な契機でもあった。獣脂の売買は saleby 
the candleという方法で行なわれていた。 これは小ロウソクが燃え切るのを合図に落札
する競売方法であり，この方法による取引はシティーの他の多くのコーヒーハウスでも行
なわれていた (p.69)。
獣脂の主たる供給源はロシアであったが， 1830年代になると南アメリカやカナダ，合衆
国からの輸入も増加した (p.72)。輸入源の多様化につれて価格もいくぶん安定し，それ
につれて投機も減少した。しかしこの頃には植物性油脂の開発により，ロウソク用獣脂に
対する需要は減少傾向を示し (p.70), それにつれて Balticの取引品の中心も変化する
のでぁる。
19世紀初期には船舶必需品や獣脂がこのコーヒーハウスでの主要取引品であったが，
それと並んで傭船契約も小規模ながら行なわれていた。著者はその例として Janes号と
いう 213トンの木造帆船の傭船契約を取り上げている。 この船はロシア貿易に従事する
Buck, Ord & Co. という企業が1813年7月に3人の船主J.Scott, R. Knox, T. Tindall 
から傭船したものであり，その契約を仲介したのが Harris& Dixonという船舶ブロー
カーであった (pp.49~51)。
皿 South Sea Houseへの移転
Balticのメンバー達は自由貿易運動の重要な推進者であった。彼等のほとんどがバルト
海沿岸との貿易に従事しており，当然，保護貿易，植民地優先政策に反、対の立場をとって
いた。有名なロンドン商人請願書の起草者トマス・トウックは Baltic委員会結成時にメ
ンバーとして名を連ねていた。そればかりでなく，その請願書の署名者の中にはこのコー
ヒーハウスの多くのメンバーが含まれていた (pp.77~78)。ここでは自由貿易運動史を
詳しく書く必要はないであろう。言うまでもなく， 1820年代から40年代にかけてのイギリ
ス経済政策史は新興商工業者と地主階級や保守主義者との激しい闘争の歴史であり，その
帰結が1846年と1849年の穀物法および航海法の撤廃であった。 1849年に航海法が撤廃され
ると Balticのメンバー達の多くはこれを絶賛し，会員室で祝賀会を開催した。著者が述
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べているように，「その喜こびは， 1830年代中葉に，私的船主達が中国を含む全ての東イ
ンド貿易に東インド会社船と同等の条件で参加できるようになった時の喜こびに匹敵する
ものであった」 (p.94)。
イギリスの工業化とそれに伴う人口増加，さらには貿易の自由化につれて， Balticの取
引品にも変化が生じ始め ~r:.。獣脂や船舶必需品の重要性は低下し，それに代わって穀物の
取引量が増加した。この点について著者は「クリミア戦争以前にはロシアからの穀物は金・
額において獣脂，亜麻，亜麻仁そして木材よりも少なかったが，戦後には常に最大の単一
取引項目となった」 (p.103) とー述べている。 ロシアからの穀物は， 1830年代まではほと
んどバルト海沿岸から輸入されていたが， 40年代には黒海沿岸からの輸入も増加した。オ
デッサがその主要積出港であり，例えば， 1842年にロシアの黒海岸からイギリスヘ穀物を
蜘した123隻の船のうち， 99隻はオデッサから出港していた。このうち半数以上がロン
ドンで陸揚げされたが，その後リヴァプール，，ブリストル，グ．ロースクー，ならびにアイ
ルランド諸港の台頭につれて，ロンドンの重要性は低下した。しかし消費の中心地ロンド
ンは1852年においてもイギリス最大の穀物輸入港であった (p.104)。 ロンドンでの国産
親物の売買は ComExchangeで行なわれていたが，輸入穀物の取引の中心地は Royal
Exchange と ~altic であった。
穀物貿易の拡大，それに伴う商人数の増加により， Balticは1854年2月の総会で会員定
数を300人から325人に増やしていた (p.97)。しかし，これだけでは穀物商人達の要請に
応えるには不十分であり，より広い建物への移転が必要になってきた。そのさい白羽の矢
が立てられたのが SouthSea Houseである。その建物がそのように呼ばれたのは，か
って南海会社がそこに本部を置いていたことによる。南海会社が他所へ移った後，建物
はおそらく再建され， Roya_IBritish Bankが新しい所有者になった (pp.110~111)。
Baltic委員会はこの敷地と建物の購入のため， 1856年に BalticCompany (資本金2万
ボンド，ー株100ボンド， 200株）を創設し，委員会の全メンバーが株主となった。委員以
外の他の会員が株主になるかどうかは自由とされた。会社の重役のほとんどがコーヒーハ
・ウスの会員であり，「出発時において， Baltic委員会と BalticCompanyは別の秘書を
おいていたとはいえ一つのものであった」 (p.114)。SouthSea HouseがBalticCoffee 
Houseとして開業したのは1857年10月であり， もと銀行であったその建物は取引所とし
て改装された。
South Sea Houseへの移転後の j3alticでの取引に生じた重要な発展は穀物取引の量
的，空間的拡大，それに伴う海運取引の増大があげられよう。穀物を中心とする嵩高商品
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取引の増大と海運業， とりわけ不定期船業の発展は密接に関連している。 J. エルダーの
コンパウンドエンジンの発明，さらには新製鋼法の発明とボイラーの改良により，蒸気船
の輸送力と経済性は大幅に増加した。今や蒸気船は大洋貨物輸送の分野において帆船に取
って代わりつつあり， 1869年のスエズ運河の開通はこの傾向を決定的にした。穀物貿易，
とりわけアメリカ大陸からヨーロッパヘの穀物貿易の増大も，その一因が鉄道と並んでこ
うした造船技術の発展にあったことは明白であろう。
60年代以降，アメリカ大陸からイギリスヘの穀物輸出は大幅に増加し， 19世紀末にはア
メリカからの小麦は， Balticにおける最大の取引品となっていた。以下このことを示すた
めに著者が1896年7月の Chamber'sJournalから引用した Balticでの取引の模様を紹
介しよう。その論者によれば， Balticはロンドンにおける外国産小麦の大市湯であり，
「その力は非常に大きいので，見たところ小麦とほとんど関係がないと思われるような商
品にもしばしば間接的に影響を及ぼす。（例えば）小麦の価格は単にトウモロコシや大麦
等の価格ばかりでなく，大かれ少なかれ•…••亜麻仁や綿実にも影響を与える。というのは
これらを粉にして固めた製品は家畜の飼育に使用されるからである。さらに運賃市場も直
接的に穀物市場の影響を受ける。すなわち後者の活況時には傭船も盛況であり，逆に穀物
取引が不活発な時には一般に船腹に対する需要は少なく，運賃率も低下する。かくして
Balticにおける種々の取引は一見したところ別種のように見えるが……相互に関連しあっ
ているのである」 (p.243)。
続いて論者は，かつては獣脂がこの取引所の重要な取引品であったが，いまやその競売
は South.Sea Houseの小さな部屋で金曜日毎に細々と行なわれているにすぎないと述
べた後，現代ではアメリカの小麦市場がこの取引所，したがってイギリスの輸入穀物価格
に大きな影響を与えているという。「アメリカ人はイギリスの穀物市場に圧迫を加えるこ
とがしばしばある。というのはこちら側（イギリス）の小麦やトウモロコシ市場はアメリ
力側の市場変動に非常に忠実に従うからである•…••いうまでもなく， アメリカにおける
（価格）変動はしばしば弱気筋と強気筋の投機家の最も無節操な戦略によるものであり，
彼等は市場を操作し，価格をつり上げたり引き下げたりする……かくしてニューヨークや
シカゴで行使される非常な影響力は，もちろんこの国が小麦やトウモロコシをアメリカに
主として依存しているからにほかならない」 (p.244)。もちろんイギリスは穀物の供給を
アメリカだけに仰いでいたわけでなく，同じ論者が続いて述べているように，ロシア（特
に南ロシア），アルゼンチン，オーストラリア， さらにはインドからも輸入していた。 し
かし今やロシアに代わってアメリカが最大の穀物供給国になっていたことは明白である。
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Balticにおいて種々の商品取引は， その取引所の別々のコーナーで行なわれていた。
またそれらを輸送するための傭船取引も行なわれていた。「暗黙の了解により，便宜上，
各業種により取引のコーナーは異なっていた。……部屋の入口近くに運賃市場があり．そ
こではオデッサ，ダニュープ，アレキサンドリア，ラプラタからの現行の運賃率が検討さ
れ，「船積み期間』， 『キャンセル期日』． 「積載トン数」といった言葉がとびかわされてい
る」 (p.244)。亜麻仁や綿実は部屋の中央で，そして小麦の取引は部屋の奥で行なわれて
いた (pp.244~5)。
South Sea Houseでの取引， とりわけ穀物取引と傭船の拡大につれて，メンバー数は
飛躍的に増加し,1857年に325人であったのが， 1860年には760人 (p.136), 1873年には
1,1~ 人にもなっ、た (p.163)。それにつれて再びメンバーのこの建物への不満も高まって
くる。先にみたように BalticCompany設立の目的は SouthSea Houseの購入にあ
り，当初は Baltic委員会のメンバーがこの会社の重役のほとんどを占めていた。 しかし
その後， BalticCompanyの重役や株主は取引所のメンバーとは別人になり，取引所と
会社の利害が一致しなくなる。すなわち会社はその収入（その多くはメンバーからの会費）
の多くを株主への高配当，鉄道投資のような取引所とは直接関係のない活動に振り向け，
South Sea Houseの設備の改善，食事やボーイの条件の改善を怠った。このような情況
において， Baltic委員会は早くも・1866年にメンバーの年会費のうち BalticCompanyに
支払う額を制限し，また必要時に他の建物へ移転できるよう資金を貯え，借用期間にも制
限を加える措置をとった (p.150)。間借人の家主および家屋の設備に対する不満はメンバ
ー数の増加につれてますます大きくなっていった。
IV ロンドン海運取引所の設立
South _Sea Houseで Baltic委員会と BalticCompanyの間にごたごたが続いてい
る間，シティーのもう一つの取引所では大きな発展がみられた。すなわち， Jerusalem取
引所がビリター街へ移転じ，新たにロンドン海運取引所として開設したのである。
先にふれたように， Jerusalemコーヒーハウスは1邸と紀初期に開店し， 主として東イ
ンド会社船の船長や船主， プローカーに使用されていた。 このコーヒーハウスも Baltic
と同様， 1819~22年には会員制になり， 1845年には300~400人の会員を擁していた。その
後JerusalemSubscription Room and Exchangeと改名し，主として海運取引所とし
て使用されていた。そこでは「南アメリカの西海岸や北大西洋からの船舶の到着や郵便に
関する情報，必要貨物についての通知，政府の入札，そして本国向け羊毛，小麦，そして
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硝酸塩運搬船のリスト，ロンドン株式取引所の市況……などの情報が得られた」 (p.2Q6)。
入会費は Balticよりも安く，わずか2ポンド2シリングであり，個人の会費は年間4ボ
ンド4シリング， 2人以上の合名会社の場合は5ボンド5シリング，ロンドン以外の地方
住民の場合は2ボンド2シリング，さらに船長や高級船員は1ボンド1シリングであった
(p. 206)。
ロンドン海運取引所設立の計画はこの取引所から発していた。それが実行に移されたの
は19世紀末であり，その動機について1891年11月の『フェアプレイ」誌は次のように説明
した。「ロンドンに海運取引所を設立しようという考えはすでに 2年以上前から抱かれて
いた。だがその計画が実を結ぶ運びとなったのはほんの2週間ほど前からである。そうし
た施設の必要性は特にニューヨークなどへ航行する多くの蒸気船会社の経営者によって感
じられていたが……最近まで大西洋横断蒸気船会社の間で激しい競争が展開されていたた
め……実現には至らなかった。しかし今や「海運同盟』の形成により協調体制が整い，こ
うした困難は一掃された」 (p.214)。 リヴァプールや大陸ヨーロッパの船主や商人はすで
にそうした施設をもっていたが， ロンドンでは中心となる取引所は存在せず， 海運専門
の取引所は存在しなかった。「Balticは穀物取引および穀物輸送用船舶の傭船市場である
が，決して海運業一般を代表するものではない。そして穀物輸送船市場としてはそこはあ
まりにも狭いので，船舶プロー カ.....,や傭船者を十分収容できない」 (p.214)。海運業専門
の取引所建設の計画が立案されたのはこうした事情からであり，こうして設立されたのが
ロンドン海運取引所である。
この取引所は1892年2月2日に法人として創設され，資本金は1万ボンド（各10ボン
ド， 1,000株），会長は D.Curie, 重役や会員のほとんどが海運関係者であった。最初の
500人の会員の入会費は3ボンド3シリング， 年会費は5ボンド5シリング，その後の入
会費は5ボンド5シリング，会費は同額， 2人以上の共同企業の場合，会費は10ボンド10
シリングとされた (p.216)。
ロンドン海運取引所はビリター街に建設され， Jerusalemの会員達はその取引所に組み
入れられた。中には古くからなじみの "Jerusalem"という名が消えたことを残念がる者
もいたが，新取引所は初発から盛況で，設立後またたく間に会員数1,500人を突破した。
その正式の開業は1893年1月であった (p.225)。著者は TheLudgate Illustrated Ma-
gazine. の記事を引用して，そこでの取引の模様を次のように述べている。「海運取引所は
現在1,600人の会員を抱えており…… Jerusalemの事業上の後継者とみなされるであろ
う。その取引所の中心はビリター街における立派な建物の一階の広くて照明のよくきいた
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ホールである……（私がそこに入ったのは）まだ1時にもならなかった妃すでにかなり
の人々が集まっていた。会員の多くが最新の海運ニュースに関心をもっており••…•ある者
は彼が代理人をしている船舶に関する最新の報告を確かめており，またある者は最近の大
風に遭遇した船がどうなったかを知ろうと調べている。浚渫の仕事をしているある会員
は， おそらく最近起きた難破について相談しているのだろうし， （注文を取っている）引
船の所有者もいる。
. 1時半頃になるとチャータリングチェインジ (CharteringCll:ange)が行なわれ， そ
してハイチェインジ (HighChange)に決められた4時15分には， フロアはメンバーで
ふくれあがる。チャータリングチェインジでは船主，貨物代理人，その他の者が船舶を定
め，貨物運搬のために運賃を取決める。ハイチェインジはいっそう雑多な集会であり，船
舶と海運に関するありとあらゆる取引が行なわれる……ハイチェインジにおいて船主はブ
ローカーと対面でき，商人は種々の定期船による乾果物，あるいは梱包商品の輸送につい
ての条件を決めることができる。この取引所に出入りする船舶ブローカーにはさまざまな
種類がある。例えば積荷ブローカーはいろんな種類の商品を集める。他方，傭船プローカ
ーはある特定種類の貨物，例えば綿花，穀物，石炭，レール等を探し求める。彼等はほと
んど「不定期船』の船主に雇用されている。最後に売買プローカーがおり，彼は市場に出
ているほとんど全ての船舶の建造費，建造者，船主などについて，さらに船舶の購入予定
者についてよく知っている。
しかしながら，海運取引所の全てのメンバーがそこで取引する目的でそれに加入してい
るわけではない。単に彼の事業に影響を与える事柄についての情報を集める目的でその取
引所を訪れる者もいる。取引室(ExchangeRoom)ではロイズの情報と同様のサービスが
提供され，入出港の記録が得られる。多くの新聞のファイル，主要な植民地の新聞や商工
人名録，そして世界中の商業に関する参考書がある。 2階には大きな食堂があり， 3階に
は喫煙室と読書室がある……この取引所は株式会社の財産であり，株主はメンバーと別個
の団体である。しかしその会社の目的は配当金ではなく，海運業の繁栄にある••…·SirD.
Curie が重役会の会長で•あり， A. HowdenとE.H. Forwoodが副会長である」 (pp.
228~230)。
V Balticとロンドン海運取引所の合併
ビリター街のロンドン海運取引所が活況を呈している間， Balticでは1894年に初めて
会員数が1,448人から1,395人に減少し，多くの者が不満を訴えていた。不況の影響や会費
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の引上げの他に「Balticのメンバーの多くが海運業に従事しでおり．．船舶の動きに関心
をもっていたにもかかわらず．この取引所で得られる情報が不足していた」 (p.232)こと
も重要な理由であった。しかも South・SeaHouseはメンバーの要求を満たすにはあま
りにも窮屈になっており，このため他のより広い建物へ移転する必要が生じて来た。
移転の候補地としてあげられたのがフェンチャーチ街とセンテナリーホールの二箇所で
あった。著者はこれら二つの候補地の特徴，賛否両論等についてきわめて詳しく書いてい
る。しかしここでは最終的には移転か残留かについての全メンバーの投票が行なわれ．．ニ
回にわたる投票の結果，かろうじて残留に決定された(pp.263~265)と書いておくだけで
十分であろう。しかし残留が決定されたといってもメンバーの多くが SouthSea House 
に不満をもっていたことに変わりはなく，彼等は委員会や取引所の所有者である Baltic
Companyに設備の改善を重ねて要求していた。これに対ずる会社側の反応は決してメン
バー達に満足を与えるものではなかった (pp.266~7)。
その間，ロンドン海運取引所の副会長 E.・H. Forwoodは同取引所と Balticの合併計
画を練り，•ジエフリー広場に新たな合同取引所の建設を画策していた。彼はこのことを
Balticの秘書 S.Glove:r, に提案した (p.251)。当時．移転計画が検討中だったこともあ
って, Balticの主脳達は一度はこの申し出を拒否したものの， 再度の働きかけに対して
ついにこれに応じることとなった。こうしてジェフリー広場に敷地を購入し，合同取引所
を新築するために Cityo_f London Exchange Syndicateが創設された (p.269)。新
取引所の名称は BalticMercantile and Shipping Exchangeと決定され,1900年1月
17日に法人格が認められた (p.280)。資本金は20万ボンド（優先株， 各10ボンドで1万
株，普通株，各5ボンドで2万株）で，定款署名者は Forwoodを含めて7名で，いずれ
もBalticのメンバーで穀物商人か海運業者であった。メンバー数は2,000人までに制限
されたが，もちろん両取引所のメンバーは入会金なしで加入を許された(p.281)。同じ日
に開かれた重役会で J.Findlay (海運取引所の秘書）を秘書に, W. B. Webb (Baltic 
の会長）を会長に， H.Barnettを副会長にすることが決定された。
合同取引所新築計画は着々と進行し， 6月25日には起工式が (p.299), そしてそれから
3年後の1903年4月に開所式がロンドン市長を招いて盛大に催された(p.303)。それは壮
大な宮殿のような建物であり，取引所の中心である「ルーム』は2万平方フィートもあ
り，囲りはほとんど大理石からなり，床にはオーク材が敷かれ，窓にはきらびやかなステ
ンドグラスがはめ込まれていた。柱や側板に使用された大理石ははるばるイタリアやギリ
シャから輸入された (pp.305~306)。 開所式の席上． 多くの名士が祝辞を述べたが，計
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画の主唱者Forwoodの感慨はひとしおで，「外国との激しい競争に直面している今日，こ
の取引所がわれわれ商人の支配力を強化するのに役立つことを信じて疑わない」(p.304) 
と述べた。翌日の重役会でメンバー数の制限は2,000人から2,500人に緩められたが，実際
には1904年に2,419人で大戦前のヒ°ー クに達し， 1910年には2,270人に減少した (p.306)。
その後の取引所の前途は Forwoodの期待にもかかわらず多難をきわめた。
VI 両大戦間の時代
両大戦間はイギリスの商人や海運業者にとって苦しい試練の秋であった。まず苦境に陥
ったのは商品プローカーである。少なくとも第1次大戦まで，穀物を中心とする商品の売
買はブローカーを介して行なわれていた。言うまでもなく彼等こそ Balticの主要なメン
バーであった。しかし第1次大戦後には「プローカーは商人と買手の取引において排除さ
れる傾向が生じて来た……戦前には約40名のバイヤーが存在したが， 1927年にはわずか4
~5人の者が大規模な業者を代表していた。種子の取引にはもはやブローカーは存在しな
かった」 (pp.329~30)。 こうした事態の背後には企業合同が存在した。当時の会長 H.
Robsonが述べているように「困難は大合同企業による直接購入にあった。北アメリカ産
小麦の60%がブローカーを介さずに合衆国およびカナダにおける大規模な合同企業により
直接購入された」 (p.330)。第1次大戦中に繁栄を謳歌したアメリカ農業が戦後は一転し
て過剰生産に陥り，そのことがひいては流通過程の企業合同の原因であった。穀物の取引
はますます少数者によって支配され，もはやプローカーの介入を必要としなくなり，しか
も独占的商人達はその取引を取引所ではなく，彼等の事務室で行なうようになった。こう
した事態は穀物取引所としての Balticの重要性の低下を意味しており， しかもこれは取．
引所のメンバー達にとっていかんともし難い事態であった。
他方， 20年代にぉいて船舶ブローカーの活動はいまだ活発であった。いうまでもなく彼
等のビジネスの浮沈は不定期貨物船の動向にかかっていた。当時のロンドンはいまだ国際
貿易の中心地としての面目を保っており， Balticにおける船舶ブローカーは単にイギリス
船主ばかりでなく，時には外国船主の代理人にもなった。もっともこの時期においても彼
等の地位は決して安泰ではなかった。そこで彼等は1925年12月に theChartered Ship-
brokers'Protection and Indemnity Associationを結成し自らの利益を保護しようと
した。（この団体は1937年にはtheChartered Shipbrokers Protection Associationと
して法人化された）。 20年代のBalticにおいて注目すべきもう 1つの事実は， 1929年2月
にイギリスではじめて航空機の傭船契約書が発行されたことである。
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1929年10月，ウオール街に発する恐慌の波は世界中に広がり，イギリスの商人や海運業
者をますます窮状に陥しいれた。中でも大きな打撃を受けたのは不定期船業者であった。
1932年1月に『フェアプレイ』誌のある記者は次のように書いた，「現在みられるような
不況はかつて経験したことがない。 1930年の景気は悪かったが， 1931年にはそれよりなお
悪かった。そして私が今これを書いている時がどん底であることを希望する」 (p.349)。
しかし彼の期待とは逆にその後も事態は悪化し続けた。輸出は1929年の 7億2,900万ボン
ドから1932年には3億8,900万ボンドに半減した。 1931~33年に300~350万総トンのイギ
リス船が係船されていた。 1936年頃になってやっと回復しはじめたが，その回復も他の国
々に比べると不十分で，世界の商船トン数に占めるイギリス船の比率は， 1914年の48%か
ら1937年には32.5%に低下した (p.349)。
空前の大不況に直面してイギリスの船主や政府はいかに対応したであろうか。少なくと
もかなり多くの海運業者がいまだ自由主義者にとどまっていた。例えば1933年6月に世界
の経済学者達を前にして Balticの会長 H.Robsonは「われわれの船が多く係船されて
いるのは多くの国々が法外な関税により国際貿易を制限していることによる」 (p.351) 
と述べた。彼は貿易への障害を除去し，相互信頼を回復すれば，事態は改善されるであろ
うと考えていた。しかしもはや全ての者がこうした楽観論を信じるには事態はあまりにも
深刻すぎた。彼等は自身ではどうすることもできず，政府に救済を求めた。そこで特に不
定期船主を救済するために政府はイギリス海運（保護）法を制定した。またオーストラリ
ァ， カナダ， そしてアルゼンチンからの穀物の最低運賃率を定めた (p.353)。 しかしこ
れらの政策が窮境にある海運業者の救済にどの程度役立ったかは大いに疑問視されてい
る。最低運賃率規制はほとんど守られなかった。多くの船舶が係船されている情況におい
て船主達はいかに低い運賃率でも甘受した。また船主達に対する政府融資は『スクラップ
・アンド・ビルド計画』として実施されたが，この政策も十分な成果をあげたとは言い難
ぃ。この政策では船主は1トンの新造船のためには2トンの老朽船をスクラップしなけれ
ばならなかった。そこで多くの船主は他の者が老朽船を処分するのを待っていた。という
のは競争相手の船腹量が減少すれば，・運賃水準は回復し，それにより自己の老朽船でも利
潤があげられると期待されたからである。
不況が深刻になるにつれて Balticのメンバー数は減少の一途を辿り， 1929年に2,368
人であったのが， 1932年には2,106人，そして1935年には1,893人になった。
第2次大戦は取引所の機能を完全に麻痺させた。取引所は自由市場においてのみ有効に
機能しうるのであり，取引が人為的に統制されているところではその機能は麻痺する。著
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者は戦時中の種々の取引に対する政府統制をかなり詳しく記述している。例えば穀物取引
の統制，海運業の統制方法としてのライセンス制から直接徴用制度の薄入などについて。
しかしここではそれらを全て割愛し，戦時中 Balt,icは『幽霊取引所」となったと書いて
おけば十分であろう。著者は EveningStandard紙の次のような記事を引用している，
「かつての世界の通商の中心地は今やほとんどさびれてしまっている。それが騒然たる活
動の中心地であり，商人やプローカーのせりあう声がこだましていた時代は過ぎ去り，今
はその取引所のフロアを主にパーソナルな習慣から使用している2, 3のメンバーの幽霊
のような足音がこだましている」 (p.382)。
VIl 現代の BalticExchange 
最後に著者はあとがきで現代の Balticの機能について筒単にふれている。戦後，政府
の海運通商に対する統制は徐々に解除され， それとともに取引所の機能も回復していっ
た。しかし戦後Balticでの取引は大きく変化した。その一つは航空輸送部門が設けられ，
「Balticは世界最初の航空貨物取引所になった」 (p.387)ことである。 しかし何よりも
重要なのは商品取引の大会社への集中により，商品プローカーの数がますます減少し，そ
れと逆に海運取引の比重が増加したことである。すでに両大戦間に海運業者が Balticの
全メンバーのうちの約半数を占めていた。戦後この傾向はますます進行し．渭輝tの新メン
バーの大部分が海運マンであり， 1949年に彼等の数は他の業者の4倍になった」 (p.387)。
取引所は1955年に増築され， 1968年と71年にルールが改正され，・婦人の入会が許され，仮
入会者制の導入により年令制限も19オに低められた。また外国人の入会資格も緩和され
た。 1971年にはこの取引所と深い関係をもつ業界の再編が行なわれ， Federationof Oils, 
Seeds and Fats Association (FOSFA) と Grainand Feed Trade Association 
(GFTA)が形成された。これらの連合は以前から存在する Instituteof Chartered 
Ship-brokersとともにその本部を Balticにもっていた。こうしてこの取引所は今も活
動し続けているのである。
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